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島根県教育委員会では学校ネットパトロール事業委託業者の協力で、ネットトラブル
予防のためのメールマガジンを各学校に配信しています。今回はこのメールマガジンの
記事を紹介します。

□■LINEの友人追加について－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
LINEを活用するためには、利用者が互いに相手を登録する必要があります。
その際、今までは、IDと呼ばれる自分で決めた任意の文字列を、相手に教える
方法がありましたが、出会い系に利用される危険性があることなどから、2012
年頃から青少年保護の為に18歳未満のID検索が利用出来なくなりました。それ
に代わる機能として現在使われているのが「QRコード」です。

□■LINEのQRコード認証－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
QRコードは、携帯電話のカメラを使用することによって情報を読み込むこと

。 、 、ができるバーコードのようなものです LINEのアプリでは カメラを使わずに
QRコードを画像として保存したものを読み込むことも可能です。

□■ばらまかれるQRコードの危険性－－－－－－－－－－－－－－－－－－
最近では、このQRコードをTwitter上で公開し、会話相手や友人を増やすため

に友人登録を促している投稿を目にすることがたびたびありますが、Twitter上
でLINEのQRコードを公開することは、見知らぬ第三者に友人登録され、一方的
にメッセージを送り付けられる危険性があります。中には、より広く友人を募
る目的で「誰でも追加して！ 「拡散希望！」という言葉とともにリツイートと」
呼ばれる引用機能を使って拡散させている投稿も見られます。

□■考えられ得る被害－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
このような投稿は、悪意のある人物に見つかり、公開した本人は予想もして

いないトラブルに巻き込まれる危険性が高まります。
①迷惑メールによる架空請求、出会い系サイトへの誘導など
知り合いの振りをした迷惑メール業者による、架空請求や出会い系などの有
害サイトへの誘導が行われる可能性があります。最近では、電子通貨の購入を
迫る詐欺も発生しているようです。
②付きまとい被害、誘い出しによる性的被害
学校名や顔写真などの個人情報を掲載している場合、自分の所在が知れ、付

きまといなどの被害に遭う可能性もあります。場合によっては、性的被害や、
脅しによる金銭の要求などに発展する可能性もあります。
インターネットは相手の顔が見えないため、友人等に成りすますことが容易
であるため、このように、なりすましによる詐欺や性的被害に遭う可能性もあ
るのです。

裏面に「フィルタリング啓発セミナー」の案内があります。今、子どもたちに何が起
きているのか、具体的なネットトラブルの事例を交えながら家庭でできるルールづくり
のヒントを知ることのできるセミナーとなっております。事前の申込は不要ですので、

【裏面があります】当日会場にお越しください。
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